
１ 養殖概況 

現在、河口域を除くほぼ全域で網の３枚展開作業が行われています。 

 11 月３日開催の有明海漁連理事会で、アオノリ対策等の活性処理の使用

期間は「11月８日から 11月 14日まで」と決定されました。 

 

２ 海況（６日満潮時・右表） 

水 温：平均１９.５℃と、平年より０.５℃高めでした。 

比 重：平均２１.９でした。 

栄養塩：平均１８.４マイクロ（μg･at/L）でした。 

プランクトン：主な種類は珪藻（コシノディスカス等）と動物でした。 

潮 位：ほぼ潮汐表どおりでした。 

 

３ 今後の管理 

・干潮が朝、夕となります。二次芽の着生促進と、アカ、ツボの感染のない健

全な冷凍網の入庫に向けて、ノリ芽に十分な干出を与えてください。  

・網の高さはハラで、７日以降は１.５ｍ、カラマの峠となる12日には１.８ｍ

となるよう徐々に網の高さを上げてください。乾燥過多・不足にならないよ

うに、天候によって網の高さを調節してください。 

 

【アオノリ対策の活性処理について】  

・アオノリの着生は２２％の網で確認されましたが、着生量は少ない状況でし

た（２日の研究連合会ノリ芽検診結果）。 

・アオノリの着生が多く認められる網のみ処理を行ってください。  

・晴れの日にアオノリの色の変化を見ながら処理を行ってください。  

・処理液は再利用を行い、廃液は必ず陸上で処分してください。海上へ

の投棄は厳禁です。 

 
１１月６日（旧暦１８日）の海況 

※プランクトン沈殿量は速報値です 
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漁場名 調査点 水温
（℃）

比重
栄養塩

(μg・at/L)
ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ

(cc/100L)

４号 １ 18.6 15.2 40.9 0.2

６（２）号 １２ 19.9 22.4 16.0 -

七つはぜ １１ 19.5 22.3 16.4 0.2

よりあわせ Ａ 18.4 19.3 29.2 -

えどなかつ ２ 18.7 21.6 21.6 -

にしのつ ３ 18.9 21.1 21.9 0.2

たかつ ４ 19.5 22.1 17.0 -

せいどまり Ｂ 19.2 21.5 19.4 0.1

１３号 １０ 19.4 22.4 18.3 -

２０号 ９ 19.6 22.7 17.3 0.2

２４号 ８ 19.8 22.4 14.6 -

ひゃっかん ５ 19.8 23.1 15.8 0.2

２２(１)号 ６ 20.1 22.6 14.4 -

２５号 ７ 19.8 22.4 14.8 0.2

３３号 １６ 19.8 22.9 14.9 -

４３号 １３ 19.8 23.1 14.6 0.1

４３号 １４ 19.8 22.9 14.5 -

４４号 １５ 19.7 22.9 14.8 0.2

４５号 Ｃ 19.8 23.5 13.4 -

19.5 21.9 18.4 0.2平  均


